
 

長野高教組発第1号 整理第1号                             2022年4月1日 

 

分 会 長  

支 部 長  様 

支部書記長 

執行委員 

専門部長 

長野県高等学校教職員組合 

執行委員長   細尾 俊彦 

4月当初の取り組みについて 
新しい年度が始まりました。毎日のご奮闘に敬意を表します。新年度、役員をお引き受けいただきありがとうござ

います。取り組むべき課題が山積していますが、組合員が力を合わせ、誠実に運動をすすめれば、必ず展望が開ける

と確信しています。4月当初の取り組みを以下のように提起します。1年間よろしくお願いします。 

 

０ ｢分会活動の手引き｣・高教組HP・4月中の分会のとりくみ一覧(概略)について 

  （１）「分会活動の手引き」分会2部同封 

（２）分会・支部役員名簿、全県統一要求、確認書、上申書、校長交渉報告書、人事アンケート等は高教組 HP

に3月30日アップしました。（組合員情報 ID kokyoso PASS ganbaro2022 ）。 

                                     
 西暦の年号が付きます 

（３）4月中の分会のとりくみ一覧（概略）は、高教組HPの組合員専用にアップしてあります。 

   HP画面は、3～4ページを参照してください。 

 

１ 分会・支部における態勢の確立（資料：①分会役員名簿、②支部役員名簿） 

【4月1日（金）～15日（金）を態勢確立期間とします。】 

（１）初職場会の計画と実施 

お茶やお菓子を用意するなど、和やかな雰囲気の中で転任者・新規加入者を温かく迎える会にしましょう。 

（２）役割分担の確認 

可能な限り役割を分担してみんなで仕事を分かち合いましょう。 

・分会役員名簿：本部と支部の両方に提出してください。 

・支部役員名簿：本部に提出してください。 

 

 

２ 職場要求書の作成と校長交渉について（資料：③全県統一要求・確認書・上申書 

④校長交渉報告書） 

（１）職場要求の練り上げ 

①昨年度の「職場要求書」を総括し、職場アンケートをもとに「職場要求書」を作成します。 

②従来からの職場の労働慣行や民主的な学校運営の尊重を重点要求に位置づけます。 

③別掲の「全県統一要求」を「職場要求書」の中に必ず位置づけ、交渉で扱います。 

 

 

名簿は4月15日（金）第215回中央委員

会の前日までに提出してください。 
（分会名簿はGoogleフォームで報告でき

ます。その場合は本部から支部へデータを

お届けします。） 



 

（２）職場要求書の提出と交渉 

①学校長への要求書の提出は、4月21日（木）までとし学校長からは、文書による回答を求めます。 

②全県一斉校長交渉を4月27日（水）・28日（木）に設定します。校長交渉の日程は、早めに校長と調整し

て決定し、全組合員の参加を目指します。 

③交渉の結果を確認書として学校長、分会長で取り交わします。また、上申書（進達書）を学校長から県教

委に提出することを確認します。 

 

（３）報告と集約 

①交渉終了後、「校長交渉報告書」を速やかにGoogleフォームかFAXで提出してください。（分会→本部） 

②「要求書」「回答」「確認書」「上申書」を5月中旬目途に支部で集約し、評議員会で校長交渉の様子を交流

後、それらの「写し」を5月20日（金）までに本部に提出してください。（分会→支部→本部） 

 

３ 組織の拡大強化 
（資料：⑤組合加入呼びかけパンフ「組合、どうですか？」・「それって本当に当たり前？」 

「加入届」を分会5部同封します。） 
※「転入者一覧表」（常勤講師・再任用等は、含まれていません）を同封しています。 

（１）4～6月の3か月間を第1期組織拡大月間に設定します。 

①新規採用者の 100％加入を最重点課題として取り組みます。新規採用者にグッ

ズ（4 月 1 日に分会に到着）を直接渡し、加入を呼びかけましょう。 

②「講師・再任用のしおり」（4月中に発送）をすべての常勤講師、非常勤講師、再任用職員に直接渡し、加

入を呼びかけましょう。 

③新たに加入者を迎えた際は速やかに加入届を送ってください（FAX可）。また、脱退の申し出があった場合

には必ず、脱退届を分会長経由で提出してください。 

④分会・支部でコロナ禍でもできる工夫を凝らした歓迎会を開催しましょう。分会で新加入者歓迎会を開催

して、本部に報告書を提出すれば、補助（１回5,000円）を出します。支部の取り組みは別途提起します。 

 

（２）「仲間同士の助け合い」という組合運動の原点に立ち、全教共済と高校生協への加入をすすめます。 

①全教共済の春の募集期間（2月～6月）に、新規加入や増口など積極的な働きかけを行います。特に、総合

共済は、組合員は全員加入をめざして取り組みます。また、組合加入した新規採用者の総合共済掛金（月

額600円）と生命・医療共済掛金各3口分（40歳までは月額995円）は、組合加入後1年間、高教組が負

担します。 

②すべての教職員の身分を守る全教自動車保険の優位性を訴え加入促進をすすめます。 

 

（３）高教組新聞発送数をお知らせください。 

高教組新聞新年度第1号は、2021 年度の発送数を送りますが、その後は、「組合員数＋申請数」を発送し

ます。未組合員への配布については、分会の判断で申請数を決めてください。同封の分会役員名簿に申請

数記入欄があります。 

 

４ ＰＴＡ役員への協力要請（資料：⑥PTA役員・学校長への協力依頼）  

支部・分会でPTA役員との懇談を持つなどして、2021年度の取り組みについて交流を深め、2022年度の取り組み

の準備をすすめます。 

 



 

５ その他の取り組み 

（１） 人事アンケート（資料：⑦人事アンケートのとりくみ） 

 

６ その他の同封文書 

(１） 第215回中央委員会の参加要請 

（２） 春闘要求提出交渉の参加要請  

（３） 実習教員の「呼称」の定着にむけた取り組みについて 

 

高教組HP（トップ画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ID と PASS が必要

です。この文書の 1
ページを見て下さ

い。 



 

 

高教組HP（組合員専用画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【New】掲載資料の検索

機能が付きました！ 

4 月のとりくみ一覧（概略）は

こちらをクリック！ 



　　（　　　　　　　　　　　　）分会

Googleformで回答　👉　 https://forms.gle/vtRzTf3zS2btDiHH7

■分会長電話番号（ダイヤルインなど分会長につながる直通電話がある場合、ご記入ください）

■分会長パソコンメールアドレス（使用可能なパソコンのメールアドレスをご記入ください）

■緊急時の連絡のため、分会長の携帯電話（またはご自宅の電話）の電話番号をご記入ください）

役職

分会長

会計

資料①　2022年度分会役員名簿

氏　　　名役職

全教共済

高校生協

教文委員

副分会長

行政職員部

厚生委員
（生協・共
済を兼務
可能）

青　年　部

女　性　部

実習教員部

定　通　部

司　書　部

講師再任用
職員部

氏　　　名

情宣・通信

評議員
（分会長・副
分会長が
兼務可能） 分

　
会
　
代
　
表
　
者

養護教員部

○青年部は、4月2日現在36歳以下の組合員です。

○各専門部の分会代表者の選出をお願いします。いない場合の文書配布は分会長にお願

いします。

○中央委員は分会役員が兼ねることとし、表から省いてあります。

○高教組新聞（組合員数を送付）の追加申請数 （ ）部

□4月15日（金）報告締め切り。（未確定分は空欄で報告し、後日追加してください）

Googleformで回答いただいた場合は、本部で集約して支部にデータをお送りします。

このエクセルシートのメール添付、またはFAXの場合は支部と本部にお送りください。

高教組本部E-Mail naganokokyoso@educas.jp



■支部長携帯電話（または自宅電話）

■書記長携帯電話（または自宅電話）

※役職の枠の数は、各支部の最大の人数で作ってありますので、支部の実情に合わせて記入してください。

役職 氏　　　名 分会 氏　　　名 分会

支　部　長

青　年　部

女　性　部

実習教員部

行政職員部

司　書　部

書　記　長 定　通　部

講師再任用
職　員　部

養護教員部

会　計

支部

■書記局電話 ■評議員会日程　       曜日, 開始時間　　　: 　　場所　　　　　　

資料②　　2022年度支部役員名簿

役職

教文部長
(教文会議事務局長)

ｐｃメールアドレス

情宣・通信

地区労連担当

ｐｃメールアドレス

専
門
部
支
部
代
表

副支部長

書記次長

会計監査

※4月15日（金）までに本部に報告してくださ

い。

※できるだけエクセルデータでメールに

添付していただくようご協力をお願い
します。

本部：naganokokyoso@educas.jp
FAX 026-234-2219



 

資料③ 校長交渉における全県統一要求・確認書・上申書に入れる事項 

 

【全県統一要求】 

１ 交渉・確認書等、従来からの合意・確認事項や、労働慣行を尊重すること。 

２ 学校の主体性を堅持し、教職員の合意を尊重した学校運営をすすめること。 

３ 憲法と子どもの権利条約にもとづき、生徒参加、保護者・地域との共同による「開かれた学校づくり」を

すすめること。 

４ 教職員が安心して職務に専念し、教育活動に邁進できるよう勤務条件および福利厚生の改善・充実に努力

すること。 

５ 教職員の健康破壊をもたらす多忙化と超過勤務の縮減に努力し、「１年単位の変形労働時間制」を学校現場

に導入しないこと。また、「勤務の割振り」については取得しやすい環境を整備すること。 

６ ｢高校改革｣については、学校の責任者として、教職員・生徒・保護者・同窓会・地域の意見を聞き、出さ

れた意見についてはきちんと県教委に伝えること。また、高校再編の具体化にあたっては、学校現場での

十分な検討を保障すること。 

７ 校務分掌については、これまでの経緯を尊重して、職員の意見をよく聞きながらすすめること。 

８ 現行の教職員評価制度や行政職の評価制度について、職員団体との「確認書」「口頭メモ」に従い、給与に

差をつけることを目的とするものではないとする観点に立って行うこと。 

９ 高校生の政治的活動を含む自主活動を最大限に保障し、政治的教養を高める教育をすすめること。 

10 「日の丸」「君が代」の学校教育への押し付けを行わないこと。 

11 これまでの経緯と高校教育課の確認メモ（2011 年）を踏まえ、教育公務員特例法に則り教職員の自主的な

研修を尊重し、その充実のために努力すること。 

12 次の事項について長野県教育委員会と関係機関に働きかけること。 

①教育予算を増額し、旅費・需用費・図書費の大幅増額を図ること。また、保護者負担を軽減すること。 

②すべての高校への30人学級実現をめざし、教職員定数改善をすすめること。 

③新規採用者数を大幅に増やし、全職種・全教科にわたる採用選考を実施すること。 

④教職員定数は正規職員で確保し、非正規職員を増加させないこと。また非正規で働く教職員の勤務条件

の改善に努めること。 

⑤平和と民主主義、憲法を擁護し、教育行政でその理念が定着し生かされるよう努力すること。 

⑥新型コロナウイルス感染症によって学校現場が混乱しないよう、必要な手立てを講じること。 

⑦高校入学者選抜制度の実施に当たっては、学校関係者の意見を聞き、改善に努めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【確認書】 

１ 交渉・確認書等、従来の合意・確認事項や労働慣行を尊重する。 

２ 学校の主体性を堅持し、教職員の合意を尊重した学校運営をすすめる。 

３ 憲法と子どもの権利条約にもとづき、生徒参加、保護者・地域との共同による「開かれた学校づくり」を

めざす。 

４ 教職員が安心して職務に専念し、教育活動に邁進できるよう勤務条件および福利厚生の改善・充実に努力

する。 

５ 教職員の健康破壊をもたらす多忙化と超過勤務の縮減に努力し、「１年単位の変形労働時間制」を学校現場

に導入しない。また、「勤務の割振り」については取得しやすい環境を整備する。 

６ ｢高校改革｣については、学校の責任者として、教職員・生徒・保護者・同窓会・地域の意見を聞き、出さ

れた意見についてはきちんと県教委に伝える。また、高校再編の具体化にあたっては、学校現場での十分

な検討を保障する。 

７ 校務分掌については、これまでの経緯を尊重して、職員の意見をよく聞きながら進める。 

８ 教職員評価制度や行政職の評価制度について、職員団体との「確認書」「口頭メモ」に従い、給与に差をつ

けることを目的とするものではないとする観点に立ち行う。 

９ 高校生の政治的活動を含む自主活動を最大限に保障し、政治的教養を高める教育を進める。 

10 これまでの経緯と高校教育課の確認メモ（2011年）を踏まえ、、教育公務員特例法に則り教職員の自主的な

研修を尊重し、その充実のために努力する 

11（以下、職場要求に関する事項）         

2022年4月〇〇日 

                 長野県○ ○  高等学校       学校長  ○○○○ 印 

                 長野県高等学校教職員組合○○高校分会 分会長  ○○○○ 印 

 

【上申書に入れる事項】 

１ 憲法と子どもの権利条約にもとづき、教職員の合意と学校の主体性を尊重した教育行政を進められたい。 

２ 30人規模学級の高校への導入をめざすとともに、教育条件整備によりいっそう努力されたい。 

３ 新規採用者数を大幅に増やすとともに、学校現場の実態にあった教職員定数改善をすすめられたい。 

４ 教職員が安心して職務に専念し、教育活動に邁進できるよう勤務条件の向上、および福利厚生制度の充実

に努力されたい。 

５ 教職員の健康破壊をもたらす超過勤務の縮減に努力し、「１年単位の変形労働時間制」の学校現場への導入

は見送られたい。また、「勤務の割振り」について、よりいっそう超過勤務の縮減につながるよう、さらに

対象業務の拡大等を図られたい。 

６ ｢高校改革｣の実施については、教職員・生徒・保護者・同窓会・地域の開かれた議論を保証するとともに、

その意見や要望を尊重されたい。 

７ 行き届いた教育を進めるために、非正規職員を増加させず、また会計年度任用職員の勤務条件の改善に努

められたい。 

８ 教職員評価制度については、2010年度、職員団体と合意した「確認書」「口頭メモ」に基づき、従前の教員

評価制度の理念を尊重してすすめられたい。 

９ 平和と民主主義、憲法を擁護し、教育行政でその理念が定着し生かされるよう努力されたい。 

10 高校入学者選抜制度の実施に当たっては、学校関係者の意見を聞き、改善に努めること。 

11 （以下、職場要求に関する事項） 

 

 

 



 

資料④        校長交渉報告書 
４月27日（水）・28日（木）に設定されている全県一斉校長交渉の結果について、下記の報告事項を記入の上、提

出してください。なお、本部は両日待機しています。 

○「報告書」：交渉終了後（できれば交渉当日中に）本部へgoogleフォーム（下記）で送信か、FAXやメールで。 

○「要求書・回答書・確認書・上申書(いずれも写し)」についてはできるだけ早く支部書記局へ提出して下さい。 

→ 支部で交流の上、支部書記局から要求書等を5月20日（金）までに本部へ提出ください。 

分会名 記入者 

組合員数 参加者数 交渉日時   月  日（  ）  ：  ～  ： 

□交渉の重点と特徴、校長の全般的な反応 
 
 
 
 
□「1年単位の変形労働時間制」・教職員の超過勤務の縮減についての校長の回答 
 
 
 
□高校再編についての校長の回答 
 
 
 
□校務分掌について、「職員の意見の吸い上げ」に対する校長の回答 
 
 
 
□授業評価・学校評価や教職員評価制度と給与はリンクしないことについての校長の回答 
 
 
 
□確認書・上申書についての校長の回答 
 
 
 
 

高教組本部 FAX：026-234-2219   
  Mail：naganokokyoso@educas.jp 

 
Google フォーム https://forms.gle/Y7MZKCtSvJGkxBmz9 
           「校長交渉報告書」↑ → 



◀
 



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　







分会長 

支部長    様         資料⑥ 
支部書記長 

執行委員  

ＰＴＡ役員・学校長への協力依頼について 

（教育条件整備のとりくみ） 

 

 冠省  

 教育条件の改善と保護者負担の軽減などは国民的な願いですが、国の教育予算は低く抑えられ、行

き届いた教育のための少人数学級編成や、教職員の配置に振り向けられていない状況です。 

長野県においても校舎の老朽化はすすんでおり、設備の改善や教育環境の充実のためには、保護者

のみなさんとの協力・協同が決定的に大切です。これまでもたくさんの保護者と学校関係者に理解を

いただき、ともに運動をすすめ、幾多の成果につなげてきました。 

 

 そこで、ＰＴＡ役員さんと学校長に、年度当初のあいさつを兼ね、予定（同封の文書）をお渡しし

ながら、教育条件整備をともにすすめることへの理解と協力をお願いしてください。 

取り組みの具体化は５月下旬からですが、年間の活動を見通すこの時期に予定を示すことが、今後

の協同を円滑にすすめる上で欠かせません。そのことをご理解いただき、４月の早い段階で、機会を

捉えて、同封の書簡を直接手渡しし、活動への協力について依頼をしていただきたいと思います。 

 以下に、今後の取り組みの概要について記します。 

(裏面の「2022 教育条件改善のスケジュール」もご覧ください。) 

 

１．三者連名要請書 

「○○高等学校の教育条件整備に関する要請書」と題し、各校における課題を県当局に伝え、改

善に向けた努力を要請します。全県で共通した課題に各校独自の要求を加えて要請項目をまとめ、

７月上旬（概算要求期）の提出をめざします。 

 

２．「三者連名要請署名（ＰＴＡ署名）」と「ＰＴＡ署名提出集会」 

上記要請書に署名欄を設け、８月下旬～11 月上旬にかけて署名の協力を呼びかけます。昨年度

の署名提出集会は 11 月 16 日に行われ、高等学校ＰＴＡ連合会代表の参加のもと、およそ 6 万 6

千筆の署名を教育委員会に提出しました。今年度は 11 月 15 日に提出集会を行う予定です。 

 

３．県民教育署名 

「教育予算の増額で保護者負担の軽減を」「すべての子どもたちに 30 人学級を」など未来

を担う子どもたちの教育条件整備を求め、33 年前から取り組まれている署名です。昨年度は、

県議会と国会に約 13 万 7 千筆の署名を提出できました。国会提出にあたっては、長野県ゆかり

の国会議員 8 名に紹介議員となっていただきました。 

 

４．「保護者教職員のつどい」 

「つどい」は、教育をめぐるさまざまな課題について、保護者と教職員が一堂に会し一泊二日の

日程でじっくりと意見交換や学習を行ってきました。この 2 年間は残念ながらコロナ禍によって

中止いたしましたが、今年度は日程を短縮し 9 月 3 日（土）に中信地区で実施するよう計画をす

すめています。 

 

※昨年度の三者連名要請書の写しを学校長・ＰＴＡ会長宛封筒には入れてあります。 

 各分会で昨年の「ＰＴＡ署名」のデータがない場合、本部で保存（ＰＤＦ）してありま 

すので、お問い合わせください。 



県への働きかけ 国への働きかけ

○前年度の成果をふまえて新年度の要求作り

　→校長交渉（４月下旬）

○ＰＴＡ役員さんのご挨拶は早めに

　（高教組から依頼文書がでます）

３月

４月

５月・・・   県への要請事項をＰＴＡ役員と検討します

６月

9月 3日

７月

８月

・・・   県の概算要求期に合わせて各学校の要請事項を知事と
　　　 県教委に送付します（７月初旬までに）

・・・要請事項を署名用紙にして署名に取り組み始めます（ PTA 署名 ） 

10 月

11 月 15 日

１月

12 月頃

３月
２月

１泊で保護者と共に話し合います

PTA 署名提出集会（県庁）

○１年間の各学校での成果をまとめて

　分会のみなさんとＰＴＡ役員に報告します

○次年度へ課題を引き継ぎましょう

全教「えがお署名」

県民教育署名スタート

国へ提出（1月下旬予定）県民教育署名を県知事へ提出 (本部対応）

2022 教育条件改善の取り組み スケジュール

次年度へ向けて・・・

PTA 署名 に向けての動き

保護者教職員のつどい（松本市）

概算要求期に文科省・

     財務省に提出 (7 月予定）

全県の保護者（PTA 役員）と教職員が一同に

会し、講演を聞いたり話し合いをします。こ

の2年間はコロナで開催できませんでしたが、

今年の開催については上記日程でオンライン

を含めた検討をしています。



2022年４月１日 

 高等学校長 様 

長野県高等学校教職員組合 

執行委員長 細尾 俊彦 

 

教育予算の増額・施設設備の充実等教育条件整備を求めるとりくみについて 

（ご理解とご協力のお願い） 

 

 清々しく新しい年度をお迎えのことと存じます。日頃より高校教育の充実のため、ご尽力いただいて

いることに心から敬意を表します。 

 さて、教育予算の増額や施設設備の改善をはじめとする教育条件整備の運動は、保護者ならびに学校

関係者のご理解とご協力により、これまで幾多の成果を得てきました。みなさまのご協力に心より御礼

申し上げます。 

 昨年度も一昨年に続いてコロナ禍によって中止や規模縮小などを余儀なくされましたが、今年度は現

在のところ、下記のような取り組みを予定しております。具体的な取り組みは６月以降となりますが、

年間の活動計画を立てられるこの時期に、概要をお伝えさせていただきます。 

 私たちは、これらの教育条件改善だけでなく、教育をめぐって山積する諸課題につきましても保護者

ならびに学校関係者のみなさまと連携を密にし、力を合わせて対処していきたいと考えております。貴

職におかれましても、ご理解とご協力のほど何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

記 
 

１．三者連名要請書 

「○○高等学校の教育条件整備に関する要請書」と題し、各校における課題を県当局に伝え、改善

に向けた努力を要請します。全県で共通した課題に各校独自の要求を加えて要請項目をまとめ、７

月上旬（概算要求期）の提出をめざします。 

 

２．「三者連名要請署名（ＰＴＡ署名）」と「ＰＴＡ署名提出集会」 

上記要請書に署名欄を設け、８月下旬～11 月上旬にかけて署名の協力を呼びかけます。昨年度の

署名提出集会は11月 16日に行われ、高等学校ＰＴＡ連合会代表の参加のもと、およそ6万 6千筆

の署名を教育委員会に提出しました。今年度は11月 15日に提出集会を行う予定です。 

 

３．県民教育署名 

「教育予算の増額で保護者負担の軽減を」「すべての子どもたちに 30 人学級を」など未来を

担う子どもたちの教育条件整備を求め、33 年前から取り組まれている署名です。昨年度は、県議

会と国会に約 13万 7千筆の署名を提出できました。国会提出にあたっては、長野県ゆかりの国会

議員 8名に紹介議員となっていただきました。 

 

４．「保護者教職員のつどい」 

「つどい」は、教育をめぐるさまざまな課題について、保護者と教職員が一堂に会し一泊二日の日

程でじっくりと意見交換や学習を行ってきました。この 2年間は残念ながらコロナ禍によって中止

いたしましたが、今年度は日程を短縮し9月 3日（土）に中信地区で実施するよう計画をすすめて

います。 

 

※参考までに、昨年度の三者連名要請書の写しを同封いたします。 

また「2022教育条件改善の取り組みのスケジュール」を裏面に印刷いたしました。 



2022 年４月１日 

 高等学校ＰＴＡ会長 様 

長野県高等学校教職員組合 

執行委員長 細尾 俊彦 

 

教育予算の増額・施設設備の充実等教育条件整備を求めるとりくみについて 

（ご理解とご協力のお願い） 

 

 清々しく新しい年度をお迎えのことと存じます。日頃より高校教育の充実のため、ご尽力いただい

ていることに心から敬意を表します。 

 さて、教育予算の増額や施設設備の改善をはじめとする教育条件整備の運動は、保護者ならびに学

校関係者のご理解とご協力により、これまで幾多の成果を得てきました。みなさまのご協力に心より

御礼申し上げます。 

 昨年度も一昨年に続いてコロナ禍によって中止や規模縮小などを余儀なくされましたが、今年度は

現在のところ、下記のような取り組みを予定しております。具体的な取り組みは６月以降となります

が、年間の活動計画を立てられるこの時期に、概要をお伝えさせていただきます。 

 私たちは、これらの教育条件改善だけでなく、教育をめぐって山積する諸課題につきましても保護

者ならびに学校関係者のみなさまと連携を密にし、力を合わせて対処していきたいと考えております。

貴職におかれましても、ご理解とご協力のほど何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

記 
 

１．三者連名要請書 

「○○高等学校の教育条件整備に関する要請書」と題し、各校における課題を県当局に伝え、改

善に向けた努力を要請します。全県で共通した課題に各校独自の要求を加えて要請項目をまとめ、

７月上旬（概算要求期）の提出をめざします。 

 

２．「三者連名要請署名（ＰＴＡ署名）」と「ＰＴＡ署名提出集会」 

上記要請書に署名欄を設け、８月下旬～11 月上旬にかけて署名の協力を呼びかけます。昨年度

の署名提出集会は 11 月 16 日に行われ、高等学校ＰＴＡ連合会代表の参加のもと、およそ 6 万 6

千筆の署名を教育委員会に提出しました。今年度は 11 月 15 日に提出集会を行う予定です。 

 

３．県民教育署名 

「教育予算の増額で保護者負担の軽減を」「すべての子どもたちに 30 人学級を」など未来

を担う子どもたちの教育条件整備を求め、33 年前から取り組まれている署名です。昨年度は、

県議会と国会に約 13 万 7 千筆の署名を提出できました。国会提出にあたっては、長野県ゆかり

の国会議員 8 名に紹介議員となっていただきました。 

 

４．「保護者教職員のつどい」 

「つどい」は、教育をめぐるさまざまな課題について、保護者と教職員が一堂に会し一泊二日の

日程でじっくりと意見交換や学習を行ってきました。この 2 年間は残念ながらコロナ禍によって

中止いたしましたが、今年度は日程を短縮し 9 月 3 日（土）に中信地区で実施するよう計画をす

すめています。 

 

※参考までに、昨年度の三者連名要請書の写しを同封いたします。 

また「2022 教育条件改善の取り組みのスケジュール」を裏面に印刷いたしました。 



分  会  長  
支 部 長 様 
支部書記長  
 

2021年度末人事アンケート（個人）の実施について 

 

冠省 

本年度も、人事に関する個人対象のアンケートを実施いたしますので、よろしくお願いします。

これは、昨年度の人事闘争の総括を行い、今後の方針に反映させる重要な資料となるものです。 

お忙しい中ですが、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

記 

 

１．本日送付したアンケートの種類および枚数 

・個人用 各分会5枚（不足の場合、おそれいりますがコピーをお願いします。） 

 

・対象者は「人事異動調」を提出した教育職員 
☑転入された方と 
☑人事異動調を提出したものの転出しなかった方（わかる範囲で）） 

 

２．本部提出期日     4月中に本部に届くよう呼びかけにご協力ください 

できるだけGoogleフォームで送信またはFAX送信でお願いします。 

 

３．追 記 

このアンケートは集約をして、高教組人事闘争方針に反映させます。 

資料⑦ 



ご協力ありがとうございました。 

2021 年度末個人用人事アンケート (教育職対象) 2022 年 4 月実施 

このアンケートは、2021 年度末人事闘争の総括を行い、

今後の方針に反映させる重要な資料となるものです。昨

年度人事異動調（カード）を提出した方(教育職)を対象

に実施するものです。 

各項目の番号に○をつけ､記入して下さい。データは目的

以外には使用しません。 

□ Google フォームでの回答 
   

https://forms.gle/kExcNJNfMjwUqM6d8 
 

 

 

 

 

□ FAX で送信 
  026-234-2219（高教組） 

 

現在の分会名                    

 課 程   1 全日 2 定時(多部制含む) 3 通信 

１．異動状況  1 異動した   2 異動しなかった 

  

２．2021 年度の任用   1 再任用   2 再任用でない 

３．カード提出時を含め、学校長とのヒアリングの際に

同席してもらいましたか。同席してもらわなかった方

は理由も選んでください。 

１  同席してもらった 

２  同席してもらわなかった 

1 校長が信用できると思ったから 

2 校長から圧力をかけられても1人ではねかえせ

ると思ったから 

3 人事は秘密事項だと考えていたから 

4 ヒアリング同席の効果を期待しないから 

5 ヒアリングの必要性を感じない・ヒアリング同

席がわからないから 

6 その他(                            ) 

 

４．ヒアリングで説明したご自分の事情は、異動にあた

り学校長、県教委に十分配慮されたと思いますか。 

1 十分配慮された  

2 多少配慮された 

3 配慮されたとはいいがたい 

 

５．今回の人事で、ご自分の過去の勤務歴は学校長、県

教委に十分配慮されたと思いますか。 

1 十分配慮された 

2 多少配慮された 

3 配慮されたとはいいがたい 

 

 

６．人事異動調提出後、学校長から希望校を拡大・変更

するよう打診されましたか。 

1 された     2 されなかった 

 

７．今回の人事で、学校長あるいは県教委から不当な圧

力を受けたと感じたことがありますか｡ 

1 ある  2 ない 

 

※「ある」と答えた方は、その具体的内容を書いて下

さい 

                             

                         

                           

                         

 

→どう対応しましたか               

                          

                                                

 

 

８．異動された方はお答え下さい。 

１）今春異動したのは次のいずれですか｡ 

1 異動基準にかかわらず、自ら進んで異動した 

2 異動基準に達したので、要綱に従って異動した 

3 異動希望はなかったが、異動させられた 

 

２）公募制を利用し、「希望調書（公募）」を提出した

方はお答え下さい。公募先に異動しましたか。 

1 異動した  2 公募先以外に異動した 

3 異動できなかった 

 

３）今回の異動についてどのように考えていますか。 

1 満足      2 どちらかといえば満足 

3 どちらともいえない 

4 どちらかといえば不満    5 不満 

 

 

９．県教委の人事異動方針に対する意見、高教組の人事

異動に対する取り組みへの意見等をお書き下さい。 

                          

                          

                          

                          

                         

                            


